
理解度テスト（裁定班） 
 

 次の設問１～５について、正しいものには「○」、誤っているものに

は「×」を回答欄に記入してください。 

 

【設問１】 

 昭和 32 年４月２日以降生まれの方は、新制度の農業者老齢年金につ

いて、65 歳到達時に必ず裁定請求をしなければならない。 

 

【設問２】 

 Ａさんは、新制度の農業者老齢年金（年額 8 万円）と特例付加年金（年

額２万円）の合計 10 万円を受給している。 

 Ａさんへの年金の支払いは、年１回 11 月となる。 

 

【設問３】 

 新制度の特例付加年金は、65 歳になるまでに経営継承をしなければ

受給することができない。 

 

【設問４】 

 経営継承の相手方として、60 歳以上の後継者又は第三者の農業経営

者は適格である。 

 

【設問５】 

 旧制度の農業者老齢年金は、新制度同様、60 歳から 64 歳の間で繰上

げ請求ができる。 

 

＜回答欄＞ 

設問１ 設問２ 設問３ 設問４ 設問５ 
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